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シート 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事をしたおかげでせっかく高くなった血糖値をすぐに下げてしまうのは、も

ったいないことのような気がします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

膵細胞 

筋細胞 

インスリン (-) (+) 
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シート 2 

 

インスリン存在下、非存在下における膵細胞ならびに筋細胞のグルコース取

り込み速度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1;各細胞における最大取り込み速度を 1として、相対値で表してある。 

*2;空腹時の血糖値（約 5 mM）と同じ濃度 

*3;食後 30分の血糖値（8～9 mM）と同じ濃度 
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通常マウス（○）、ならびに筋肉・脂肪細胞にある異常をもったマウス（●）に

おける、（A）食後血中グルコース濃度、および（B）インスリン投与後血中グ

ルコース濃度の時間推移。 
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